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要旨 

 
 在来種のニホンザリガニ Cambaroides japonicus (Haan, 1841)、外来種ウチダザリガニ Pacifastacus 
leniusculus (Dana, 1852)は北海道に分布している。彼らの分布範囲を明らかにし、ニホンザリガニの生息

地消失に関して検討した。ニホンザリガニは生息地の減少が著しいものの、人の住む５つの離島を含め、

北海道全域で認められた。ウチダザリガニは支笏湖と洞爺湖、そして北海道東部と北部に広く出現した。

ニホンザリガニの生息地の消失は、北海道東部のオンネトー湖と道西部後志地区で確認された。消失原

因は、道路工事、河川工事および肉食性魚類の導入が考えられた。しかし消失の直接的原因が不明な場

所も見られた。ニホンザリガニが広範囲に生息する北海道で、道路や河川工事を実施するに当たっては、

分布の有無確認に加えて生息が確認された場合には充分な配慮が必要となる。 
 
キーワード: ニホンザリガニ、ウチダザリガニ、分布、北海道、生息地消失 
 

Abstract 
 
 The native freshwater crayfish Cambaroides japonicus (Haan, 1841) and the alien Pacifastacus 
leniusculus (Dana, 1852) distribute in Hokkaido, Japan. The present distribution of two species, and a habitat loss 
of the C. japonicus was observed. C. japonicus distribute over Hokkaido including five larger islands (Okusiri 
island, Teuri Is. Yagishiri Is. Rishiri Is. and Rebun Is.). P. leniusculus has been observed in Lake Shikotsu and 
Toya, Eastern and Northern part of Hokkaido.  

The C. japonicus distribute over Hokkaido, but their distribution are restricted Northern part of Japanese 
Archipelago (over Hokkaido, major parts of Aomori Prefecture, Northern parts of Akita and Iwate Prefectures). 
They are designed as endangered species by Environmental Agency, Japanese Government, we should alarm to all 
projects of road construction and all urbanization.  
 The habitat loss of the C. japonicus was occurred in Lake Onneto, Eastern Hokkaido, and 9 brooks in 
Shiribeshi district, Western Hokkaido. C. japonicus was collected in both of 1975 and 1978, from Lake Onneto, 
whereas its have not been observed from 1983. It is possible that in the 4 brooks, the road construction effects on 
the habitat loss. A channel construction and introduced predator fish in another brook may be provided ecosystem 
destruction in a natural habitats of C. japonicus. Authors could not find out their cause of Habitat loss in other 2 
brooks and Lake Onneto.     
 
Key words: Cambaroides japonicus, Pacifastacus leniusculus, Distribution, Hokkaido, Habitat loss  
 
1．はじめに 
ニホンザリガニ Cambaroides japonicus (De Haan, 

1841)は、北海道と青森県の広い範囲、そして秋田

県と岩手県の北部に限り分布し、その主な生息域

は河川の源流部であり、山上の湖沼にも生息する。

本種は人間による開発行為による影響を比較的受

けやすいためか（例えば Kawai et al., 2002）、生息

地数の減少が著しく、環境省等の各機関により「稀

少な種」としての指定を受けている（環境省, 2000）。 
ニホンザリガニが生息する場所は、湖沼を除く

と通常は河川源流部であり、自然状態では渓畔あ

るいは河畔林に被覆されている場所である。渓
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畔・河畔林は落葉落枝等を落下させることから多

くの有機物を河川内に供給している。このような

場所では、落葉落枝を起源とする河川生態系が構

築されており（阿部・布川, 2005）、落葉等を破砕

する破砕食者（shredder）が有機物利用者として重

要な役割を果たしている（例えば布川, 2009）。他

の無脊椎動物を補食する場合もあるものの（Usio 
et al., 2001）、胃内容物は一般的に落葉が充満して

いることからニホンザリガニは多くの場所で破砕

食者として機能している可能性が高い（Kawai et 
al., 1995）。 

ニホンザリガニは保全の必要性が高く、その対

策を講じるには、分布域の現状を把握することが

前 提 と な る 。 ま た 外 来 種 ウ チ ダ ザ リ ガ ニ

Pacifastacus leniusculus は近年、北海道内で分布域

を急速に拡大しており（Kawai et al., 2002）、本種

は在来種のニホンザリガニを活発に捕食すること

が室内試験により確認されている（Nakata & 
Goshima, 2006）。そのためウチダザリガニの分布域

を明らかにしておくことは、今後のニホンザリガ

ニの保全対策を講じる上で、重要な情報となる。 
ニホンザリガニの生息地は各地で失われ、特に

湖の生息地は大部分が失われているので（川井, 
1994）、湖での生息の状況を把握することは特に重

要となる。そこで北海道の東部に位置するオンネ

トー湖において、本種の生息状況の年代別推移を

明らかにした。また河川においてもニホンザリガ

ニが消失した例が数多い。しかし生息地が消失す

る原因は明らかにされていない場合もある（川井

ら, 2001）。そこで北海道において比較的生息地数

の豊富な後志地区において、生息地の消失する主

な原因を検討した。 
 

２．調査方法 
2.1. 分布 
 1997～2006 年、北海道において、各著者がニホ

ンザリガニおよびウチダザリガニを採集した場所

を図示した。 
 
2.2 ニホンザリガニの生息地消失 
2.2.1 オンネトー湖 

北海道の東部に位置するオンネトー湖において、

ニホンザリガニの生息に関する情報を集めた。 
2.2.2. 後志地区の各生息地 

1994～2006 年、北海道の日本海側に位置する後

志地区において行った予備観察によると、10 ヶ所

の生息地が確認されている（図 2）。2006 年７～9
月に、各生息地の全域を、ニホンザリガニを徒手

で任意に採集しながら踏査し、生息地周辺の外観

を観察した。 
 
 
３．結果と考察 
3.1. 分布 
 ニホンザリガニは離島を含む北海道の各地に分

布することが確かめられたが（Kawai & Fitzpatrick, 
2004）、今回の調査（図１）により分布の状況が更

に明らかになり、半島にも分布することが確かめ

られた。具体的には北海道北部の宗谷地方に位置

するノシャップ岬（面積が約 25 ㎢）や宗谷岬（約

55 ㎢）など面積が比較的小さく一つの行政区分に

収まるような小さな半島から、複数の行政区分に

またがり面積が 1,000 ㎢以上と大きい北海道西部

の積丹半島や東部の知床半島でも分布が確認され

ている。ただし北海道東部の根室市に位置する納

沙布岬周辺では、未だに分布が記録されていない

ので、より詳しい知見を得るために分布調査は今

後も継続することが望まれる。 
 本種は生息地数の減少が著しいことが理由で各

行政機関から「希少な種」として指定されている。

その一方、北海道地図に生息地をプロットしてい

くと、北海道全域で生息が見られ（図１）、分布は

一件して矛盾している。この理解として、ニホン

ザリガニの生息地の消失は、ある特定の区域内に

おいて、すべての生息地で見られているのではな

く、地域における生息地数は激減しながらも、残

存する生息地がパッチ状に存在しているものと考

えられる。 
ウチダザリガニは北海道東部に広く分布し、そ

の他にも然別湖等の北海道中央部、北部、そして

Figure 1. Known ranges of native Cambaroides
japonicus, and alien Pacifastacus leniusculus in 
Hokkaido, Japan.  
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西部である支笏湖と洞爺湖でも分布が記録された

（図１）。今後も分布域の拡大について、慎重に見

守る必要がある。 
 

3.2. ニホンザリガニの生息地消失 
3.2.1. オンネトー湖 

1975 年 8 月３日には、湖岸において全長 68mm
の雄が、一寸木肇氏により採集されている。そし

て著者の一人である川井は 1978 年 7 月 25～26 日

にも湖岸と流入河川（川幅が 50cm～1ｍ程でキャ

ンプ場近くにある）で数多くの個体を採集した。

同じく 5 年後の 1983 年 7 月 25～26 日には、1978
年と同様に湖岸とキャンプ場近くにある流入河川

でニホンザリガニの採集を試みたが全く採取でき

ず、右のはさみ脚の脱皮殻だけが湖岸で得られた。

湖岸と流入河川の外観には、特別に大きな変化が

見られなかった。ただし、流入河川の上流部はコ

ンクリート護岸がなされ、治山ダムが作られてい

た。 
オンネトー湖では個体群が絶滅していないが、

生息密度の大幅な低下や分布域の極端な縮小が、

僅か 5 年の範囲内で見られたと考えられる。その

理由を以下に考察する。オンネトー湖ではニホン

ザリガニを積極的に捕食する性質を持つ（Nakata 
& Goshima, 2006）ウチダザリガニも見つからなか

った。そして水系の外観は、流入河川を除き、大

きな変化は見られなかった。そのため、オンネト

ー湖における個体群の衰退の原因は、急激な水質

変化等の外観からはわからない要因である可能性

がある。 
3.2.2. 消失した生息地 
Ａ，小樽市塩谷地区 
 2003 年 10 月 15 日には、1 名が 10 分程度かけて

数個体のニホンザリガニが採集され、生息が確認

できていた。 
2006 年 8 月 15 日には、１名が 30 分に渡り徒手

による採集を試みたものの、ニホンザリガニは全

く採集できなかった。生息地の外観は 2003 年と大

差が見られず、個体群が消失した原因は不明であ

る。なお、2006 年における水温は 17.7℃、流速は

15cm/s で、水深は１～２cm で、川幅は 30～50cm、

底質は砂礫で同居生物はヨコエビ類が見られ、周

囲の植生は広葉樹と草本類であった。 
Ｂ，小樽市緑地区 
 2003 年 10 月 15 日には、1 名が 10 分程かけて数

個体のニホンザリガニを採集し、生息が確認でき

ていた。 
2006 年 8 月 16 日には、2 名が 30 分に渡り徒手

による採集を試みたものの、ニホンザリガニは全

く採集できなかった。調査地区の外観は 2003 年と

2006 年で変化が見当たらず、ニホンザリガニが消

失した理由は不明である。なお、2006 年における

水温は 14.7℃、流速は 30cm/s で、水深は１～２cm
で、川幅は 30～50cm、底質は砂礫で同居生物はヨ

コエビ類が見られ、周囲の植生は広葉樹と草本類

であった。 
Ｃ，倶知安町峠下地区 
 2003 年 8 月 17 日には、1 名が 10 分程度かけて、

数個体のニホンザリガニを採集できた。 
 2006 年 10 月 10 日には、1 名が 30 分かけて徒手

採捕を試みたものの、1 個体も採集できなかった。

周辺の外観としては、V 字型の谷の底部に河川が

流れている。河川の起点部の上方に道路が走って

いた。生息地の河川自体には、外観上の変化は見

られなかった。しかし河川の集水域（底が河川と

なる尾根と尾根に囲まれた部分）の多くの部分に

は、新規の道路と宅地が建設されていた。そのた

め、この工事が何らかの影響を与えた可能性があ

る。2006 年における水温は 9.7℃、流速は 10cm/s
で、水深は１～２cm で、川幅は 30～50cm、底質

は砂礫で同居生物はヨコエビ類が見られ、周囲の

植生は広葉樹と針葉樹であった。 
Ｄ，ニセコ町アンヌプリ地区 
 2002 年８月 11 日には、1 名が 10 分程度かけて、

数個体のニホンザリガニを採集し、エゾサンショ

ウウオ Hynobius retardatus の幼生が観察された。生

息地は水深が 50cm 程度の池となっており、ここに

は川幅が 20cm 程の小規模な川が流入し、同じく川

幅が 30cm 程の流出河川がある。エゾサンショウウ

オは池に限って出現し、ニホンザリガニは池と流

出河川で採集された。 
2005 年８月 15 日には 1 名が 20 分程かけて池と
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Figire 2. Map showing localities of Cambaroides 
japonicus in Shiribeshi, Hokkaido, Japan 
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Figure 3.  Photograph of habitats that Cambaroides 
japonicus are lost. Populations of C. japonicus are lost, 
in Shiribeshi district, Hokkaido, Japan, from 1997 to 
2006 (see text 3.2.2.). B, Sioya, Otaru City; D, 
Annupuri, Niseko City; F, Akaishi, Kamoenai City; G, 
Utasutsu, Suttsu City; H, Hamanaka, Yoichi City; I, 
Shibui, Tomari City. The alphabet on each photgraph 
is corresponding with Figure 2. 

流出河川の両方で採集を試みたが、ニホンザリガ

ニは採集できなかった。生息地の外観上には変化

が見られず、水温は 11.9℃であった。ただし、水

面上から観察した限りでは、体長が 30cm 程度で、

素早く泳ぐ魚類が観察され、これは少なくとも 10
個体以上が存在していた。そのため、当生息地で

は魚類の導入が行われ、これが原因してニホンザ

リガニが消失したものと考えられる。 
Ｅ，ニセコ町東山地区 
 2002 年 7 月 20 日における水温は 13.7℃、流速は

20cm/s で、水深は１～２cm で、川幅は 30～50cm、

底質は砂礫で同居生物はヨコエビ類が見られ、周

囲の植生は広葉樹と針葉樹であった。周辺の外観

としては、V 字型の谷の底部に河川が流れている。

河川の脇を道路が走っている。 
2004 年 9 月 5 日に調査した際には、河川水が全

く枯れており、乾燥していた。河川跡の集水域の

多くの部分には、新規の道路と宅地が建設されて

いた。そのため、この工事が何らかの影響を与え

た可能性がある。 
Ｆ，神恵内村赤石地区 
 2000 年 5 月 29 日には水温 14.1℃、水深が 1cm
以下、川幅 15cm 以下で水面が見え隠れしている河

川があり、ここの岩をめくると 10 分で 2 個体のニ

ホンザリガニが採集できた。水深が浅く、転石が

数多く点在するため流速は測定できなかった。同

居生物としてはヨコエビ類が確認され、周辺は広

葉樹に囲まれていた。 
2003 年 5 月 30 日に同様な調査を試みたが、1 名

が30分かけてニホンザリガニを探したものの見当

たらず、個体群の消失が示唆された。生息地の周

辺の外観上は大きな変化が見られなかったものの、

河川の水は枯渇して、ヨコエビ類も出現しなかっ

た。なお、ここでも集水域の多くで道路工事が行

われており、これによる影響が示唆された。 
Ｇ，寿都町歌棄津地区 
 2000 年 9 月 10 日には 1 名が 10 分程かけて 3 個

体にニホンザリガニが採集できた。生息地の水温

は 16.9℃で、外観としては、水深が 1cm 程、川幅

が 30cm、流速は水深が浅く転石が数多く存在する

ので測定できず、底質は砂礫であった。同居生物

としてはヨコエビ類が得られ、周囲の植生は草本

類であった。 
2003 年 10 月 10 日に調査した際には、生息地に

直接道路工事が入り、生息地はコンクリートで源

流部まで全域が護岸されていた。そのため、ニホ

ンザリガニの個体群は消えた可能性が高い。 
Ｈ，余市町浜中地区 

1994 年 9 月 29 日には 1 名が 10 分かけて 7 個体

のニホンザリガニが採集できた。生息地の外観と

しては、水温が 17.8℃、水深 1cm、川幅 30cm、流

速は測定不能で、底質は砂泥であった。同居生物

としては、ヨコエビ類とミミズ類が出現し、周辺

は広葉樹に囲まれていた。 
2006 年 8 月 16 日には 1 名が 10 分かけて調査し

たものの、ニホンザリガニは採集できなかった。

周辺の外観としては、護岸の工事が行われ、周辺

の樹木の伐採も見られた。そのため、工事や伐採

の影響がニホンザリガニ個体群の消失に関与した

と考えられる。 
Ｉ，泊村渋井地区 
 1998 年 6 月 20 日には１名が 10 分かけて 5 個体

のニホンザリガニが採集できた。水深は 2cm、川

幅は 30cm、水温は 15.5℃、流速は水深が浅く転石

が数多く存在するため測定できなかったが、底質

は砂泥であった。同居生物はヨコエビ類で、周辺

は広葉樹と草本類であった。 
1999 年 7 月 25 日に調査を試みたところ、駐車場

となり生息地が完全に消えており、上流部もコン

クリート護岸されていたので、個体群は消えたと

考えられる。 
河川の生息地で、ニホンザリガニが消失した原

因は多様であり、河川の集水域における道路工事

２例（倶知安町峠下、神恵内赤石）と生息地にお

ける道路工事２例（寿都町歌棄津、泊村渋井）、そ

の他にも河川工事によるもの（余市町浜中）、魚の

放流が原因するもの（ニセコ町のニセコアンヌプ

リ）があり、これは人間の活動が消失の原因の一

つと考えて良いだろう。その他にも原因不明もあ

る（小樽市緑、小樽市塩谷）。そのため、ニホンザ
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リガニの生息地が消失する原因の一つは、人間の

開発等に起因すると思われる。なお北海道東部に

位置する釧路市では市街地化が進んだ場所から先

にニホンザリガニの生息地が消えていったので

（川井, 2007）、人間の開発行為が本種の生息地を

奪っている現象は、後志地方特有の事例ではない

ことは明らかであり、北海道内で広く見られてい

る可能性もある。 
ただし近年ではニホンザリガニをはじめとした

野生生物に配慮した工法が注目を集めており、以

前と比較すると工事は格段に生物を意識している

（例えば豊島ら, 2008; 秋保ら, 2008）。このような

自然に配慮する方向性は、今後益々加速すること

が期待される。 
Malmqvist and Rundle (2002)は河川生態系に対す

るおもな人為的影響要因をいくつかに区分して整

理 し 、 都 市 化  (urbanization) は 生 態 系 破 壊 
(Ecosystem destruction)、物理的生息環境の改変 
(physical habitat alteration)および他種導入・除去 
(direct species additions/removals)を引き起こすこと

を示している。これらの要因はさらに細かい要因

(sub factor)に分けられ、これらがどんな人的活動に

より生じるのかについても整理している。これら

によると、本研究で取り上げた生息地で生じた人

的活動が上記のいずれかの要因に当てはまり、こ

れらの現象は全世界的に生じていることの典型例

としてあげることが出来る。また、ニホンザリガ

ニの生息場所は湖沼を除くと河川源流部に限られ、

このような場所は流域内に多く存在し、下流への

影響から近年その重要性が指摘されている（Gomi 
et al., 2002）。つまり、ニホンザリガニの生息場所

保全に取り組むことが、河川生態系保全へとつな

がっていく（川井, 2007）といっても過言ではない。

そのため現在、行われているニホンザリガニ保全

への配慮は重要なことである。 
ニホンザリガニは生息地数が激減している稀少

種でありながら、現時点においても北海道内のほ

ぼ全域に広く分布している。そして北海道の後志

地区では人間による開発行為がニホンザリガニの

生息地を奪う原因の一つであると考えられる。ま

た北海道内には広くニホンザリガニの生息地が存

在するので今後、北海道内で道路工事等を実施す

るに当たっては、工事施工地区に本種が出現する

可能性は高く、工事の対象地区における本種の出

現に関して、一層の注意を払う必要がある。 
生息地の外観や環境変量に大きな違いが認めら

れない場合でも個体群が消滅していることから、

流域内の土地利用改変時には源流域の流量減少や

枯渇あるいは水質悪化に特別な注意が必要である。

また調査方法に関しても、今まで以上に技術に改

良を加え、しかも新しい視点も加えて調査を行い、

ニホンザリガニの生息環境に影響を与える要素に

関して更なる知見を重ねる必要性が高い。そして

流域内にニホンザリガニが出現した場合には、充

分な保全対策を講じるのが望まれる。 
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